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宮
城
県
石
巻
市
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
多

く
の
死
者
や
全
体
の
76
・

６
％
の
住
家
が
被
災
す
る

な
ど
甚
大
な
被
害
に
遭
い
、

最
大
避
難
所
開
設
数
は
２

５
９
箇
所
、
最
大
避
難
者

数
５
万
７
５
８
人
で
、
避

難
所
の
定
員
の
５
倍
以
上

も
の
避
難
者
が
い
た
箇
所

も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
震
災
を
教
訓
と
し
、

行
政
に
よ
る
災
害
対
応
に

は
限
界
が
あ
り
、「
自
助
」

「
共

助
」
「
公

助
」
の

理

念
に
基
づ
き
、
市
民
、
事

業
者
及
び
市
が
相
互
に
連

携
し
、
協
力
し
合
い
、
災

害
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　
大
規
模
災
害
が
全
国
各

地
で
発
生
し
て
い
る
中
、

災
害
対
応
は
重
要
課
題
で

あ
り
、
大
変
貴
重
な
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
に
、
青
森
県
十
和

田
市
へ
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
同
市
は
、
省
庁
再
編
に

よ
る
国
の
事
務
所
の
統
廃

合
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の

空
き
地
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
官
庁
街
通
り
に
、

現
代
美
術
館
を
建
設
し
ま

し
た
。
同
美
術
館
は
、
国

内
外
で
活
躍
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
体
験
型
の
大

型
作
品
を
多
数
展
示
し
、

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
若
い
層
や
外
国
人

観
光
客
を
呼
び
込
み
、
賑

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
発
信
の
中

心
で
あ
る
十
和
田
市
現
代

美
術
館
は
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

質
の
高
い
企
画
展
を
継
続

し
て
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
毎
年
10
万
人
以
上
の

入
館
者
数
を
維
持
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
本
年
７
月
に
、
北
海
道

余
市
郡
余
市
町
に
お
い
て

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
余
市
町
は
、
人
口
約
２

万
人
の
港
町
で
、
自
然
に

恵
ま
れ
た
町
で
す
。

　
余
市
町
で
は
特
産
の
ブ

ド
ウ
栽
培
等
の
離
農
者
が

増
加
し
、
農
業
の
衰
退
に

歯
止
め
を
か
け
る
取
り
組

み
と
し
て
６
次
産
業
化
を

政
策
目
標
に
置
き
、
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
取
り
組
み
と
し

て
「
余
市
・
仁
木
ワ
イ
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
交
流

人
口
の
拡
大
と
新
規
就
農

者
の
増
加
を
目
的
に
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
ワ

イ
ン
特
区
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
本
市
が
取
り
組

む
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
大
変
参
考
と
な
る
事
例

で
、
有
意
義
な
意
見
交
換

が
で
き
ま
し
た
。

いっぱん質問いっぱん質問
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問 熊ケ畑地区・赤地の
　 水害被害の原因と責任は
答　自然災害か人災か
　 判断する立場にない

問 用務員手当は
　　支給されているか
答　支給していない

質
　
７
月
の
大
雨
に
よ
り
、

産
廃
場
土
堤
が
一
部
損
壊

し
直
下
の
民
家
は
土
石
流

・
泥
水
被
害
を
受
け
た
。

　（
産
廃
場
内
の
）
調
整
池

の
越
流
が
土
堤
の
一
部
を

損
壊
し
た
と
い
う
が
、
排

水
が
本
来
の
排
水
経
路
に

排
水
さ
れ
な
か
っ
た
た
め

で
は
な
い
か
。

　
法

律
（「
民

法
」）
の

不

法
行
為
の
き
ま
り
に
基
づ

き
、
排
水
路
の
管
理
と
工

作
物
で
あ
る
土
堤
の
管
理

責
任
が
問
わ
れ
る
と
判
断

す
る
が
、
そ
の
原
因
と
責

任
に
つ
き
見
解
を
明
ら
か

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

原
岡
環
境
課
長
　
自
然
災

害
か
人
災
か
法
律
的
に
判

断
す
る
立
場
に
な
い
。

　
土
堤
は
人
工
的
な
も
の

だ
が
、
土
地
に
定
着
し
た

工
作
物
に
該
当
す
る
も
の

だ
と
判
断
す
る
。
し
か
し
、

一
般
論
と
し
て
今
回
は
数

十
年
に
一
度
の
特
別
警
報

が
あ
り
、
調
整
池
も
専
門

の
技
術
者
の
も
と
に
整
備

さ
れ
、
予
想
外
の
雨
量
が

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
災

害
を
事
前
に
予
見
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
と
す

る
の
が
弁
護
士
見
解
で
あ

る
。

鴨
生
地
区
水
害
対
策

質
　
①
当
初
基
本
計
画
に

よ
り
、
１
０
０
％
で
き
あ

が
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
で

絶
対
に
安
全
が
保
障
で
き

る
の
か
。
基
本
計
画
作
成

時
、
計
画
案
の
１
つ
に
あ
っ

た
ポ
ン
プ
排
水
も
改
め
て

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

②
地
元
で
通
称
の
「
文
化

台
」
地
域
下
流
部
も
宅
地

冠
水
が
起
き
た
。
そ
の
原

因
は
、
旧
鴨
生
駅
前
と
水

系
が
違
う
こ
と
に
あ
る
。

廣
瀬
土
木
課
長
　
①
基
本

計
画
の
う
ち
、
未
完
了
の

枝
坂
及
び
飯
塚
市
・
赤
坂

調
整
池
の
早
期
着
工
・
完

成
を
め
ざ
し
た
い
。

②
鴨
生
川
全
体
の
工
事
が

終
わ
れ
ば
、
冠
水
も
軽
減

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

よ
っ
て
、
見
直
し
は
考
え

て
い
な
い
。

質
　
Ｂ
地
区
の
平
成
28
年

度
総
会
時
に
出
さ
れ
た
資

料
に
よ
る
と
、
用
務
員
手

当
が
交
付
金
と
し
て
支
給

さ
れ
て
い
る
と
書
か
れ
て

い
る
が
事
実
か
。

安
陪
総
務
課
長
　
用
務
員

手
当
は
支
給
し
て
い
な
い
。

質
　
間
違
っ
た
情
報
を
区

民
へ
伝
え
た
原
因
は
、
行

政
が
交
付
金
の
内
容
を
正

確
に
伝
え
な
か
っ
た
か
ら

だ
。

総
務
課
長
　
そ
の
通
り
だ
。

質
　
行
政
区
へ
説
明
に
　

っ
た
か
。

総
務
課
長
　
行
っ
た
が
分

か
り
難
い
と
指
摘
さ
れ
た
。

質
　
明
細
書
を
検
証
し
た

が
、
Ａ
・
Ｂ
行
政
区
の
後
期

分
は
計
算
が
成
り
立
た
な

か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行

政
区
を
合
算
し
た
ら
一
致

し
た
。
兼
務
し
て
い
る
行

政
区
の
関
係
上
、
中
で
操

作
し
て
い
る
。

総
務
課
長
　
出
し
入
れ
が

あ
り
、
受
取
り
や
す
く
し

た
つ
も
り
が
複
雑
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

質
　
松
岡
市
長
時
代
に
用

務
員
手
当
を
廃
止
し
た
。

そ
の
代
わ
り
、
若
干
の
登

録
数
水
増
し
を
認
め
る
説

明
を
し
て
い
る
。

総
務
課
長
　
そ
の
こ
と
は

関
係
区
長
か
ら
聞
い
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
登
録

数
の
誤
差
が
あ
り
許
容
範

囲
と
思
っ
て
い
る
。

質
　
広
報
紙
の
配
布
だ
が
、

申
請
書
を
配
布
し
た
ら
ど

う
か
。

総
務
課
長
　
参
考
に
な
る

意
見
だ
。
行
政
区
長
と
協

議
す
る
。

質
　
隣
組
長
の
身
分
の
問

題
だ
が
、
公
選
法
の
関
係

で
、
非
常
勤
特
別
職
に
な

る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
る
。

総
務
課
長
　
補
償
が
な
い

の
で
危
惧
し
て
い
る
。

質
　
大
災
害
時
に
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
頼
り

だ
。
常
日
ご
ろ
隣
組
と
共

生
し
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と

い
う
時
支
援
し
て
も
ら
え

る
。
行
政
区
加
入
の
啓
発

は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
災
害
時
に
は

行
政
区
、
隣
組
の
助
け
合

い
が
重
要
に
な
る
。
今
後

研
究
す
る
。

赤
間
市
長
　
隣
組
加
入
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
事

で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取

組
む
。

※

他
に
豪
雨
災
害
、
障
害

者
雇
用
を
質
問
。

行


